
 フィルムダイス / ラミネートダイス



フィルムダイ及びラミネートダイ　シリーズ

フィルムダイの構造設計

応用分野：包装材、絶縁材、印刷材などの食品、光学、医療など産業。

用例：

フィルムダイの場合、使用樹脂CPPことで、二軸延伸、光学フィルム、

絶縁フィルム、又はPET伸縮フィルムなどが生産ラインに使われています。

ラミネートダイの場合、CFJまたは CFC設計があります。

主にフィルム、紙、不織布などの基材が適用されます。

各分野の応用を実現するために、Ｔダイスの成形ランドが特殊鏡面研磨仕上げ処理し、

面粗度はRa0.01um対応可能です。

幅又は厚みについて、生産ライン上で調整可能です。

特にラミネートダイが生産中に製品の両サイド耳修正不要と原料樹脂交換可能のことで、

生産効率が向上し、製品品質の安定性が確保できます。

多層設計：2層、3層、5層

独立の流路設計で、合流後最も良い複合界面が実現します。

粘度、流速が大きく異なるの場合、流量調整弁を搭載可能です。

各層の温度差が大きいの場合、特殊断熱設計で対応可能です。

リップ幅の調整ネジは1回転/0.25ｍｍとなり、厚み精度が精密に要求される製品に適用します。  



ヒートボルト式自動ダイ

ラミネートダイ構造設計(型式：CFC / CFJ)

従来、手動リップ幅調整ボルトから自動制御ボルトで変更し、フィルム厚さ測定装置との

併用することにより長時間連続生産が可能となります。

また、精密な厚さを制御する事で不良率減少、コスト削減及び、品質向上も期待出来ます。

型式

本体2枚構造
本体4枚構想、交換リップ

ストレート

インナーディッケルインナーディッケル

ストレート或いはコートハガー

自動厚み調整制御搭載可能

流路設計

ディッケル



気泡緩衝シート用ダイ

リップ調整ボルト

押しタイプ 押し引きタイプ 差動ボルト式 差動ボルト押し引きタイプ

気泡緩衝シートが多く包装緩衝材として使われています。

ご要望の生産ラインに合わせて、

2台～3台のＴダイを組み合わせ方式、或いは

デュアルリップ型式のＴダイにより、特殊な内部流路・出口設計で、

製品の均一度を確保し、品質を維持することで、原料ロスを防ぐことが可能です。

調整幅 1.25mm / ネジ一回転

調整範囲 2.0mm

汎用シート材生産に適用

アウターディッケル式搭載可

調整幅は製品幅の1/4以内に適合

調整幅 0.5mm / ネジ一回転

ボルト間隔　25mm

多数シート材生産に適用

アウターディッケル式搭載可

特殊仕様でインナーディッケル式

搭載可

調整幅 0.5mm / ネジ一回転

押し引き 1.25mm / 一回転

ボルト間隔　25mm

大幅リップ開口調整及び微調整適用



フィルムダイのディッケル構造

ラミネートダイのディッケル構造

手動式インナーディッケル

生産中に手動で幅調整可能、操作容易。

電動式インナーディッケル

手動式インナーディッケル

電動式インナーディッケル

精密に幅制御、調整時間が短縮できます。

生産中に手動で幅調整可能、操作容易。

特殊インナー設計により、両サイドスリット幅が削減と樹脂漏れが防ぐことができます。

ランドがストレートの場合、簡単に樹脂の色が交換できます。

手動式インナーディッケル

手動式インナーディッケル

リニアガイド搭載全流路式

インナーディッケル（手動ダイ）

リニアガイド搭載全流路式

インナーディッケル（自動ダイ）

生産中に幅調整可能、リニアガイド式操作簡易。

流路面が完全塞ぐ、両端漏れすることが防ぐことで、

樹脂の流速が均一性を確保出来ます。

ランドがコートハガー型に適用、手動ダイ或いは自動ダイに適用できます。

リニアガイド搭載全流路式インナーディッケル
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高精度加工工程

適用樹脂

応用分野

仕様

フィルム用

製品幅範囲

製品厚み範囲

吐出量範囲

フィルム用：光学用フィルム、絶縁フィルム、伸縮フィルムなど。

ラミネート用：フィルム、紙、不織布などの基材に適用。

流路面に表面高度ポリシング加工を行い、樹脂が滞留しにくい、キズ発生が防ぐことで、品質向上又は、

光学用フィルム製品の光沢度と均一度にも効果があります。

ラミネート用


